
19 20

グ
ロ
ー
バ
ル
型

グ
ロ
ー
バ
ル
型
（
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
育
成
）

グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
育
成
）

グ
ロ
ー
バ
ル
型
（
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
育
成
）

グ
ロ
ー
バ
ル
型

グ
ロ
ー
バ
ル
型
（
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
育
成
）

グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
育
成
）

グ
ロ
ー
バ
ル
型
（
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
育
成
）

　超微量生体標本分析装置については、平成28年度の
事業化を目指して開発を継続しているほか、内視鏡様
手術ロボットについても、要素技術を用いた「マイクロ
波手術機器」、「内視鏡様手術機器」の事業化を進めて
います。

　超微量生体標本分析装置については、平成31年には
国内で60億円の市場規模を見込んでおり、マイクロ波
手術機器については、平成33年には国内で120億円の
市場規模を見込んでいます。

　「超微量生体標本分析技術が拓く高度先端医療の研究開発」
および「体腔鏡手術ロボティック技術が拓く高度先端医療の研
究開発」をテーマに、デスクトップ型で生化学・免疫・電解質が
検査可能な血液分析装置と低侵襲かつ高機能なロボット肢手術
システムを試作するとともに、各要素技術も含めた事業化に向
けて、産学官金連携によるネットワークの強化を行いました。

① 超微量生体標本分析装置
　　患者負担を軽減する血液分析装置として、前処理技術（採取、
　分離、分注）および分析技術について研究を進め、超微量（50
　μＬ）の血液で、生化学・免疫・電解質の各検査を最大5項目
　同時に分析できるデスクトップ型の装置を試作しました。

② 内視鏡様手術ロボット
　　現状の鏡視下手術は硬性鏡を複数本挿入する手法が一般
　的ですが、視野角や作業位置が限られるため、軟性導線アプ
　ローチによる新規デバイスとして、小型で操作性が高く、切断・
　止血・把持などの機能を有する腔内手術システムの実現を目
　指し、内視鏡制御マニピュレータ、内視鏡様ロボット肢、マイク
　ロ波鉗子、視野形成用レトラクタ、鉗子駆動用アクチュエータ
　から構成されるシステムを開発し、ブタによる胆嚢摘出術の
　実証実験を実施しました。

クラスター構想
　滋賀県では、「びわこ南部地域」を中心に進む医学・理工系大学の知的資源と高度なものづくり基盤技術を
有する製造業の集積を活かし、医療・健康分野における新産業の創出・振興を図るため、医工連携による研究開
発とその事業化への取組を推進しており、本事業では、「いつでも・どこでも高度先端医療」を実現する次世代
可搬型医療機器や新医療技術の研究開発を進めることにより、「医工連携ものづくりクラスター」の形成を目指
します。

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

② 内視鏡様手術ロボット

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…ニプロ、山科精器、旭光電機、
　　湖北工業、村田製作所　ほか　
学…滋賀医科大学、立命館大学、
　　長浜バイオ大学
官…滋賀県工業技術総合センター、
　　滋賀県東北部工業技術センター

URL.http://www.shigaplaza.or.jp/area/ikocluster/cluster/index.htm

●グローバル型（グローバル拠点育成）（平成22年～24年度）
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① 超微量生体標本分析装置

　大学発ベンチャーなど20件のグリーン部材関連の新規
立地が進み、29企業で51製品が事業化されました。また、
研究成果からLED部材や液晶評価装置など17件が事業
化され、約8億円の売上額を達成しました。

　GaNテンプレート：数十億円、メッセージフルーツ：
約5,000万円、水中誘魚灯：約１億円、太陽電池製造
用ルツボ：約300億円、偏光測定装置：約2億円、ナノ
粒子添加液晶用光学フィルム：約35億円

① 高効率発光素子部材とＬＥＤ応用
　　大学発ベンチャー（山口光半導体研究所）が平成22年９月
　にサファイア加工基板やGaNテンプレートの設計・製作で
　創業し、さらに顧客仕様LEDウエハの製作事業に展開しま
　した。現在は、パワーデバイス用GaN基板の開発にも着手
　しています。
　　LEDを応用して、リンゴの果皮にメッセージを描く果実着
　色装置や高価格のシラス等を選択的に集魚できる水中誘魚
　灯を製品化しました。現在も農業者や漁業者による実証実
　験を継続しています。　
② 太陽電池用シリコンの減量・再生
　　太陽電池用シリコンの切断ロスを無くして使用量を削減
　するためにシリコン融液に濡れない多孔質膜を開発し、その
　膜をルツボに塗布して、溶融金属に濡れないルツボに応用
　展開しました。現在、ルツボの試作品を数企業に提供して技
　術検証を継続して行っています。　
③ ナノ粒子応用
　　有機熱電変換素子では、高分子ナノ粒子を３元ハイブリッ
　ド化した素子を試作し、世界最高水準の高出力化を実証し
　ました。また、導電性結線材料では、シラン還元法による銀
　ナノ粒子製造法を開発し、低価格化が可能な量産技術を確
　立しました。
　　液晶中のナノ粒子の分散評価法を開発し、液晶パネルを
　解析する新たな偏光測定装置として製品化しました。その有
　効性が内外から注目を集めています。
　　液晶用光学フィルムにナノ粒子を添加して、位相差とその
　波長分散性を制御する技術を開発しました。今後、サンプル
　出荷とその評価を行う予定です。

① 高効率発光素子部材とＬＥＤ応用

 ③ナノ粒子応用②太陽電池用シリコンの
減量・再生
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参画機関（太字は核となる研究機関）
産…宇部興機、ジャパンファインスチール、
　　シンテック、新日本医薬、長州産業、トクヤマ、
　　戸田工業、長山電機産業、水口電装　ほか
学…山口大学、山口東京理科大学、水産大学校、
　　宇部工業高等専門学校
官…山口県、山口県産業技術センター、
　　やまぐち産業振興財団URL.http://www.iti-yamaguchi.or.jp/greenvalley/

●グローバル型（グローバル拠点育成）（平成21年～25年度）

クラスター構想
　「やまぐちグリーン部材クラスター形成構想」は、山口県の特性・強みを活かした環境負荷低減型産業の集積を
目的とした地域構想の中核をなすもので、地域産業がもつ高機能部材生産ポテンシャルと地域大学等がもつ知的
ポテンシャルの連携・融合によるイノベーションを通じて、高機能性部材（高効率発光素子部材とＬＥＤ応用、太
陽電池用シリコンの減量・再生、ナノ粒子応用）の国際競争力のある技術と産業の集積を山口県に実現することを
目指しています。

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

やまぐちグリーン部材クラスター

山口地域

事業成果事業成果事業成果

↑GaNテンプレート

グローバル型（グローバル拠点育成）p19 グローバル型（グローバル拠点育成）p20


